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第２号様式 

会 議 議 事 録 

 

 

１ 会議名 平成29年度 第４回 長岡市障害者施策推進協議会 

２ 開催日時 平成30年３月26日（月曜日） 

午前10時から午前11時頃まで 

３ 開催場所 アオーレ長岡 東棟４階 大会議室 

４ 出席者名 （委 員）阿部委員    飯田委員    五十嵐委員 

池野委員    佐々木委員   沼田委員 

 長谷川和明委員 長谷川剛委員  藤田委員 

本田委員    山口委員    吉田委員 

米山委員     

（事務局）福祉保健部長 

     福祉総務課長ほか関係職員 

福祉課長ほか関係職員 

子ども家庭課長ほか関係職員 

保育課課長補佐 

学校教育課長 

健康課長 

長岡市社会福祉協議会事務局長ほか関係職員 

      

５ 欠席者名 
（委 員）小田島委員   関委員     土田委員 

     丸山委員    諸橋委員    横田委員 

６ 議題 （１）パブリックコメントの結果について 

（２）第５期長岡市障害者基本計画・障害福祉計画・第１期障害児

福祉計画（最終案）について 

（３）その他 

 

７ 審議の内容 
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発言者 議 事 内 容 

福祉総務課課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉総務課長 

学校教育課長 

健康課長 

福祉課長 

皆様、本日はお忙しいところお集まりいただきまして、ありがと

うございます。ただいまから平成 29 年度第４回障害者施策推進協

議会を開会します。 

本日は、小田島奈緒子委員、関孝幸委員、土田清海委員、丸山直

樹委員、諸橋文男委員、横田敏盛委員の６名が所用のため欠席でご

ざいます。 

それでは始めに、資料の確認を致します。事前にお配りしました

資料は、 

・本日の次第 

・資料 No.１ 

・資料 No.２－１ 

・資料 No.２－２ 

・資料 No.３ 

でございます。 

その他、本日お配り致しましたものが、 

・委員名簿 

・会議の配席図 

でございます。 

以上でございますが、お手元にない方はいらっしゃいませんでし

ょうか。それではさっそく議題に入ります。ここからの進行は本田

委員長にお任せしたいと思いますので、よろしくお願い致します。 

 

年度末になりまして、来年度は平成 30年度になります。平成 30

年度から始まる障害者計画の施策推進協議会でございます。障害者

基本計画、障害福祉計画、障害児福祉計画の３計画及び地域福祉計

画でございます。そのような中で今日は第４回目の会議を行ってい

きたいと思います。効率良く意見を言っていただきながら会議を進

行したいと思います。どうぞよろしくお願いします。さっそく議題

に入りたいと思いますが、議題１のパブリックコメントの結果につ

いて、事務局から説明をお願いします。 

 

 （資料 No.１に沿って説明） 
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委員長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

健康課長 

 

 

 

 

 

パブリックコメントの結果についての説明でした。質問、感想等

ございますでしょうか。 

 

学校教育課の箇所についてですが、早期発見、早期治療の部分に

おいて、担任のみならず、全教職員で児童生徒の様子を把握しなが

ら必要に応じて教育相談等個別に対応したり、医療機関等につなげ

たりしていますとの記載がありますが、今までと同じですよね。現

状でやっていることと同じだと思います。この方が書かれたことは

精神疾患にもう少し特化してほしいと願いを込めたと思います。そ

れならば、教職員の研修に精神障害、疾患だけではなく、障害に対

する教員の研修、向上を高めてもらいたいと思います。この書き方

では今までと同じだと思います。改善できるようであれば、教育セ

ンター等で検討していただければと思います。今後は教職員のレベ

ルアップが必要になってくると思います。２つ目は保健師が地区担

当制になるとのことですが、中心となるコーディネーターというか

は保健師がやるのでしょうか。保健師は重要な役割があると思いま

す。保健師はすべての分野で関わっており、そこの基本的な土台の

部分に保健師が入るというのは非常に重要であると思います。そこ

の部分についてはどうお考えであるかお聞きしたいと思います。 

 

教職員の研修等及び教員の質の向上等についての内容でした。 

 

委員のおっしゃるとおりだと思います。教育委員会では、担任の

みならず、養護教諭や学年部、管理職を含めて行っている最中です

が、まだまだ改善の余地があると言っていただいたと思っておりま

す。研修の際も事例発表という形で行っておりますが、今後も引き

続き、行っていきたいと思っております。学校現場では教職員の多

忙化等も言われていますが、一番大事な児童生徒のことであります

ので、そこの部分はしっかり行っていきたいと思っております。 

 

包括支援センターができるという意味ではなく、包括単位で地区

担当の保健師を配置するという意味合いです。保健師がこの地区を

担当するということを明確にするということです。高齢の包括支援

センターと障害の地区担当が進んでいけばそこが連携していけれ

ばと思います。どのような連携が良いのかというのはまだ、話が進

んでいませんが、市民の方から求めがあったら、地区担当の保健師
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

福祉保健部長 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が話を聞きに行くということで考えております。 

 

意見ですが、地域で共生社会を作るというのは非常に良いことで

あると思いますが、軸となる人間がいないと回らないと思います。

そこで一番相談しやすいのは保健師だと思います。なので、保健師

がオールマイティーに動けるように力をつけていって、この地区は

この保健師に聞くと色々な事が分かってというシステムが地域共

生社会につながると思いますので、ぜひ頑張っていただきたいと思

います。 

 

地域包括という言葉は高齢福祉の中で良く言われていますが、障

害のほうも一体的な形にもっていければと思います。横の連携を強

めながらと思います。 

 

補足させていただきますが、健康課長は控えめに回答しておりま

したが、まだスタートしていないためどこまでやれるかという不安

はありますが、行政側の地域における窓口として、高齢や障害、子

どもなど色々な地域の課題がありますので、地域の福祉会や民生委

員と連携しながら、トータルな視点でコーディネートするという役

割は保健師に期待して、その方向で行っていきたいと考えておりま

す。 

 

地域の中に保健師が入って地域とともにということは前から少

し聞いておりました。 

 

昨日はハイブ長岡で地域包括ケアに係る学会をさせていただい

ておりましたが、限られた人材や予算の中で、また少子化も進んで

行く中で、どうしていくのかという話でした。その中でＩＯＴやロ

ボットに頼らざるを得ないなかで、頼らないでいくのはなかなか難

しいということでした。長岡として、ＩＯＴというものを利用して、

地域包括ケアは色々なやり方がある中で、長岡市の地域包括ケアを

作っていこうという話もありますが、1つの起爆剤として良いこと

かなと思います。もう一点は５番の第８章の地域生活支援事業、精

神障害者デイサービス事業についてですが、私たちの法人が担当し

ておりまして、その状況について現場から話を聞きましたので、お

話させていただきます。精神障害者デイサービス事業の対象者はひ
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委員長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

福祉総務課長 

 

委員長 

 

 

きこもり要素が強い、社会的参加が苦手な方が対象でございます。

現在ある長時間の就労支援等は苦手な方が多い状況です。その中

で、週１回２時間のデイサービスを行っております。そこで次のス

テップに向かう方もおります。運営内容については、アンケートを

とって、社会資源を見たいやデパートにいって食事をすることなど

を行っております。また、体育館などでスポーツを行ったりという

活動も行っております。この中で議論があることは、卒業する人も

いますが、一定の利用者が多いということがあるので、色々な企画

を入れていかないと新しい方に間口を広げるのは難しいのかなと

思います。そのような中で現場の方から話を聞きましたので、報告

させていただきました。 

 

パブリックコメントの件で質問等でございました。 

 

精神障害者デイサービス事業については、私も関わらせていただ

いておりますが、重要性については、非常によくわかっております。

ただこれは委託事業として運営されているということであれば、お

金の使い道が重要です。新たに自発的活動をしたいと思っても、今

までの事業があれば新たな事業を行えないという疑問があります。

精神障害者デイサービス事業が大事だということはわかっており

ますが、予算の出所を替えることはできないのかと思います。自発

的活動支援事業ではない所で盛んにしていってもらえないだろう

かということがあると思いましたので、補足させていただきまし

た。 

 

皆様から計画の中身についての質問等いただきました。各関係機

関等が連携しながら進めていってほしいと思います。パブリックコ

メントの内容についてはよろしいでしょうか。他にありませんの

で、次の第５期計画最終案に移りたいと思います。それでは事務局

より説明をお願いします。 

 

（資料 No.２に沿って説明） 

 

前回ある程度確認した中で修正点等の説明でしたが、皆様から感

じたこと等についてありましたらお願いします。 

あるようでしたら次の所でということでよろしいでしょうか。そ
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福祉総務課長 

 

委員長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

委員 

 

 

 

れでは次に進みたいと思います。その他について事務局からありま

すでしょうか。 

 

（資料 No.３に沿って説明） 

 

福祉計画の中の最上位計画として、地域共生社会をいかに作って

いくのかという部分での話でした。 

 

素晴らしい計画を作っていただいてありがとうございました。商

工会議所ということでいきますと、障害者の方の就労支援をいかに

つなげるかという所です。法的雇用率を達成しているのは 64％と

いうことでしたが、では残りの４割に働きかけるということが大事

になります。しかし、ただ数字だけを達成するよりは、裏にある障

害者をみんなで受け入れるような社会にするということが重要で

あると思います。数字上は増えつつあるということですが、どうや

って社会全体が受け入れるかという意識を向けられるよう地域共

生社会の図にあるように実現できればと思います。 

 

雇用についての話でありました。 

 

30 年度においては、精神障害者の雇用促進及び事業所に対する

理解促進に重点を置いて行っている所であります。企業で身体及び

知的は理解が進んでいっておりますが、それに比べると精神障害者

は理解が進んでいっていない状況です。セミナーや専門の職員が企

業を集めて、企業の方に精神障害者の特性を理解いただいて、職場

内で支援や見守りをしていただく方のための講座を回数を増やし

て行っていきたいと思っております。また、そういった周知をやっ

ていきたいと思います。 

 

地域福祉計画のみならず、高齢や障害を含めての話ですが、その

他はありませんでしょうか。 

 

医療の問題が重要な問題となっております。利用者本人が高齢と

なっておりまして、保護者の方も高齢になっております。後見人に

ついても問題があります。一例を話しますと、後見人が医者からあ

る医療についてよいと話をしたら、その医療を受けた方が亡くなら
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委員長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

れて、補償問題になったということがありました。また、推進協議

会の委員名簿が載っておりますが、名簿を見ますと、長岡地域の方

が多くおり、越路、栃尾の方がおります。せっかく合併したので、

合併地域の方も市民代表で協議会に出て頂いてもいいのかなと思

います。 

 

地域福祉また、障害計画の話で進んできましたが、他に意見等ご

ざいませんでしょうか。では、この協議会も本日で４回目になりま

すが、皆様から一言ずつ、今年度の感想等を言っていただければと

思います。 

 

４回参加させていただき、大変勉強になりました。我々も積極的

に障害者の雇用だけに限らず、外に発信していかなければいけない

と感じました。ここだけに終わらず、ここで学んだことを現場で活

かせるように、計画の推進にあたって、役に立てるように頑張って

いかなければと思いました。 

 

すべて参加できませんでしたが、３年ごとに作られる計画内容が

レベルアップしており、親として親亡き後のことまで、不足分はあ

るかもしれませんが、子どもがどのように生活していくのかをイメ

ージできるような体制が今後も作られていくことを少しずつ感じ

取ることができました。 

 

今回の計画には期待することが大きいです。しかし、不安材料も

たくさんありまして、地域移行が進まないことや後見制度の使い勝

手が悪いことなどがあります。上手くいかないだけの理由が存在し

ていると思います。それにはどこかで踏み込んでいかないといけな

いと思います。漠然とした不安があります。また、ぜひ医療の方に

も色々御努力されていると思いますが、地域で暮らす障害者の医療

という視点で地域に出てきてくださればと思います。それをそのま

まにしておくと同じままになると思います。色々不安はあります

が、今回はきっとうまくいくだろうと期待を持っているところで

す。 

 

１年間参加させていただき、大変勉強になりました。この計画が

上手くいくようにぜひやっていけたらと思います。育成会として、
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

この部分について協力してほしいと依頼をいただければぜひ協力

させていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

ハローワークでの分野が多種多様化していることもあります。障

害者の施策というと教育と福祉、就労雇用の部分に分かれていると

思います。福祉にいた人はずっと福祉という形になっています。そ

ういう中で福祉にいた人がなかなか就労に結びつかないというこ

とがありますので、こういった計画の中で最終的に就労に移行でき

るように互いに連携をとって、全体的に上手くいくように施策をや

っていきたいと思います。 

 

私には３人の子どもがいまして、一人の子どもには精神障害と知

的障害があります。この会議に出て、今まで考えて、子どもにやっ

てきたことがありますが、この会議でこのような事が話し合われて

いるということを知って、自分にできることはあるかなと考えてお

りました。残りあと２年、会議に参加して、地域で苦労されている

方に色々なことを発信していきたいと思いました、 

 

今回、地域福祉計画が出来あがって、16 ページの箇所が私の分

野と関係しているところです。近所、地域のつながりを作りという

ことですが、現在は血縁の方も少なくなり、核家族化になっており

ます。その中で地域の方と顔見知りになるということが大事です。

顔見知りになれば、困っていたら助けてあげようやボランティアを

してあげようとなります。そうなると福祉の勉強をしようとなりま

す。したがってまずはこのような顔見知りが重要になると思いま

す。私は大学で地域交流の場づくりを行っております。おじいちゃ

んおばあちゃんや障害を持っている子どもなどが一緒に遊んでい

ます。一緒に遊ぶことで、各々の気持ちもわかってくるということ

になります。そのような活動を続けながら、顔見知りを結わえると

いう活動をしていきたいと思っております。そのような活動が必要

な所があれば行きたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

住みたいまち、安心して生活できるようにということで、地域コ

ミュニティは一番大事だと思いますが、我々、民生委員の立場とし

て、高齢者や子どもには目を向けておりますが、障害者にはなかな

か目を向けられていないというのが現状です。そのようなことで、
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委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

地域にどれだけの方がいるのかというのをもう一度把握して、取り

組んでいきたいと思います。民生委員は色々なことに関わっており

ますので、そのあたりがジレンマかなと思っております。 

 

地域共生社会のイメージ図がありますが、文字やグラフで書かれ

た計画書でありますが、図を見るとほっとするなという思いです。

私も支える側であったり、支えられる側であったりするわけです

が、ひと事でなくわが事であると非常に感じられます。その中で会

に参加させていただいて勉強になりました。 

 

この計画ですが、昨年度の実態調査を踏まえた中で素晴らしい計

画を作られたと思います。私たち新潟県の健康福祉環境部では、組

織として保健所、児童相談所、県の福祉事務所がございます。イメ

ージ図の中で関係機関として関わっておりますので、それぞれの分

野で今後ますます連携を図っていきながら、地域の福祉の向上に役

立っていきたいと思いますので、今後ますますよろしくお願いしま

す。 

 

今まで会議に参加させていただき、ありがとうございました。私

は当事者ですが、他の皆様は障害を持っている方や、家族の方がお

ります。壁のない長岡市を目指してほしいと思います。 

 

素晴らしい計画を作っていただきまして、一歩一歩実現に向けて

いかれることを期待しております。包括支援センターがあります

が、国でも上から目線だとか話があります。包括支援というと当事

者から言わせると肌に合わないと思います。行政からの立場だと包

括支援となるのかなと思います。これから、地域福祉計画が出来た

なかで地域に密着した支援を進めるのであれば包括支援ではなく、

何か良い言葉がないかなと考えております。誰でも使いやすい制度

ということでお願いできればと思います。会議の開催時間について

ですが、午前中の会議だと私は非常に出にくいため、会議時間につ

いて工夫いただければと思います。 

  

 この４回を通じてですが、差別解消法が昨年出来まして、お互い

の配慮等が非常に重要です。計画は冊子を作るのが目的ではなく、

推進していくのが大切です。皆さんが主役だと思いますので、お互
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いに意見を言う、行動を起こす、支え合いなどが重要です。制度は

行政の方で進んできておりますので、地域の方で皆様方と協力して

いきたいと思います。年度末のお忙しいなか大変ありがとうござい

ました。今後また、進捗管理がございますので、また御協力いただ

ければと思います。以上で進行を事務局の方へ戻したいと思いま

す。ありがとうございました。 

 

 今回の案を成案とさせていただき、完成形とさせていただきま

す。約１年間にあたり大変ありがとうございました。しかし、委員

の皆様の任期は３年となっておりまして、進捗管理をしていただく

という重要な役割があります。次回の会議につきましては、来年の

１月または２月頃の午後に開催させていただきます。開催期日等は

調整させていただき、御連絡させていただきます。 

 

 閉会にあたりまして、小村福祉保健部長より御挨拶申し上げま

す。 

 

 皆様、１年間にわたり、御助言等をいただき大変ありがとうござ

いました。計画は出来あがりましたが、これからは計画に書いてあ

ることを実施していく進捗管理がありますので、よろしくお願いし

ます。実施をしていく体制にあたりまして、福祉保健部の中では保

健師の再編を初めようという所です。地域の中に保健師が出ていっ

て、行政の窓口として、高齢や障害の分野を横断した形で地域の課

題を解決していくという試みも始まります。また、商工部の中に障

害者の就労の促進に向けた新たな係も出来ました。商工部と福祉保

健部が連携をして、障害者の就労に向けた取り組みを効果が出るよ

うに行っていきたいと思います。また、今回は地域福祉計画という

高齢と障害の分野を網羅した長岡市としてのビジョンをまとめた

計画を独立して策定した記念すべき計画策定になったと思います。

今後これらを実現していくように、市としても努力していきたいと

思います。委員の皆様にも会議だけではなく、日ごろから忌憚のな

い意見をいただければと思います。１年間ありがとうございまし

た。 

 

 計画書につきましては、製本しまして、皆様のお手元には、４月

中に届くようにお送りしたいと思います。また、本日の会議録につ
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きましては、後ほど皆様の所にお送りするとともにお名前を伏せた

形でホームページにも掲載したいと思いますので、御了承いただき

たいと思います。本日お車でいらっしゃった方で、無料処理をして

いない方は受け付けでお声掛けいただければと思います。最後にな

りますが、山口委員よりチラシを配布いただいておりますので、御

紹介いただければと思います。 

  

長岡医療と福祉の里から崇徳構成事業団と名称変更しまして、24

時間の相談支援を受付しております。ＰＲ不足でして、あまり機能

しておりませんが、このようなこともありますということで御紹介

させていただければと思います。また空床情報をリアルタイムで分

かる制度もあります。空いてるからすぐに入れるかというとそうい

うわけではありませんが、こういう制度もあるということを御承知

いただければと思います。職員としては非常に大変という声もあり

ますが、企業として社会貢献をする必要があり、続けておりますの

で、こういう制度があるということで御紹介させていただきまし

た。 

 

それではこれをもちまして閉会とさせていただきます。皆様大変

ありがとうございました。 

 

 

８ 会議資料   別添のとおり 

 

 


